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Ⅰ 上半期の状況

1 マクニカグループ実績（連結）1 マクニカグループ実績（連結）

3 ネットワーク事業実績3 ネットワーク事業実績

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）
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（単位：億円）

売上高

経常利益

純利益

予想
（10/4/26）

816

21

13

前年実績
(09/9)

708

14
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売上高 経常利益 当期純利益

30

（単位：億円）

前
年
実
績

実
績

予
想

750

実績
（10/9）

934

32

21

前年比

32%

127%

238%

予想比

15%

50%

61%

1 マクニカグループ実績（連結）
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連結売上高934億円

半導体事業 93%

ネットワーク事業
7%

② 事業別売上高構成比

1 マクニカグループ実績（連結） Ⅰ 上半期の状況
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（単位：億円）

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他）

① 半期毎売上高推移

Ⅰ 上半期の状況

上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期下半期上半期
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用途

エリア

売上高873億 前年比+34％

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他） Ⅰ 上半期の状況

② トピックス

産業機器は、景気回復による需要増に伴い半導体製造装置をはじめと
した幅広い分野で拡大。

通信インフラは、中国における携帯電話基地局の活況により伸長、
光伝送装置向けも堅調に推移。

OA・周辺機器は、市場の回復によりMFP向けなどが好調に推移。

コンピュータは、ストレージ向けが堅調に推移。

民生機器は、液晶テレビ向けやデジタル・スチル・カメラ向けなどが
堅調に推移したものの、台湾液晶パネルメーカー向けビジネスが終息
したことから減少。

中国における携帯電話基地局が活況なことや、アジア地域への生産移管
が拡大し、海外売上比率は、前年の31％から32％となりました。
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売上高653億円

通信端末 9%

通信インフラ
20%

OA・周辺機器
9%

コンピュータ
14%

民生機器
30%

産業機器
18%

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他） Ⅰ 上半期の状況

③ 用途別売上高構成比

売上高873億円

通信端末 8%

通信インフラ
21%

OA・周辺機器
9%

コンピュータ
12%

民生機器
22%

産業機器
28%

2009年上半期 2010年上半期
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品目別前年比

PLD
26%

ASIC
5%

ASSP
23%

アナログ
24%

メモリー
6%

その他標準IC
7%

電子デバイス
8%

PLD
ASIC
ASSP
アナログ

メモリー
その他標準IC
電子デバイス

その他

半導体事業計

＋102%
△47%
＋22%
＋54%
△7%

＋65%
＋25%
△25%
＋34%

品目 増減率

2 半導体事業実績（集積回路及び電子デバイスその他） Ⅰ 上半期の状況

④ 品目別売上高構成比

売上高873億円

その他
1%
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3 ネットワーク事業実績 Ⅰ 上半期の状況

① 半期毎売上高推移
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3 ネットワーク事業実績 Ⅰ 上半期の状況

② トピックス

用途

売上高61億 前年比+11％

クラウドコンピューティングの進展により、データセンター向け
通信機器が好調に推移。

官公庁、金融機関向けにインターネット関連機器が堅調に推移。

セキュリティ・ソフトウェアなどの企業向け製品は、企業のIT投
資抑制を受けたものの堅調に推移。
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品目別前年同期比

ハードウェア
43%

ソフトウェア
16%

ハードウェア
ソフトウェア
サービス

＋23%
＋6%
＋2%

品目 増減率
サービス

41%

3 ネットワーク事業実績 Ⅰ 上半期の状況

③ 品目別売上高構成比

売上高61億円
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Ⅱ 下半期の状況

1 マクニカグループ予想（連結）1 マクニカグループ予想（連結）

3 ネットワーク事業予想3 ネットワーク事業予想

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）
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（単位：百万円）

22182,6501489,2053293,445売上高

23170,0801482,7783487,302集積回路及び電子デバイスその他事業

1012,570106,427116,143ネットワーク事業

1925,730512,3983513,332売上総利益

9

2

△4

前期比%

3,380

5,160

5,090

通期予想

91

54

54

前期比%

1,2342382,146当期純利益

2,0041273,156経常利益

2,1081672,982営業利益

下半期予想前期比%上半期実績

1 マクニカグループ予想（連結） Ⅱ 下半期の予想

① 予想
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（単位：億円）

Ⅱ 下半期の予想

① 半期毎売上高推移

2 半導体事業予想（集積回路及び電子デバイスその他）

市場は徐々に鈍化傾向、下半期においては不透明。

通信インフラは、携帯電話基地局向け通信システムが好調に推移する
見通し。

産業機器は、中国や新興国向けが堅調に推移する見通し。

コンピュータ、携帯電話、薄型テレビなどが在庫調整の影響を受け
減少する見込み。
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企業のIT投資回復に期待。

3 ネットワーク事業予想

① 半期毎売上高推移

企業のIT投資は引き続き厳しい環境が続く見込み。

インターネット関連機器は、官公庁や金融機関を中心に堅調に推移する
見通し。

セキュリティソフトウェアは、企業設備投資が本格化に至らず、低調に
推移する見込み。

Ⅱ 下半期の予想
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Ⅲ 当社の方向

1 マクニカグループ（連結）1 マクニカグループ（連結）

3 ネットワーク事業3 ネットワーク事業

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）
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アジア市場への浸透

1 マクニカグループ（連結） Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - エリア

技術力を強みとした技術商社として
アジア市場で圧倒的ナンバー1を目指します。

技術力を強みとした技術商社として
アジア市場で圧倒的ナンバー1を目指します。

SYNERGYSYNERGY
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グループ利益に貢献

＜2011年3月期上半期の実績＞

中国の3G投資、産業機器市場の活況
によりPLD、アナログICなどが堅調

に推移。

通信インフラ向け
47％

産業機器向け
25％

その他
28％

売 上 高 ：80億円

経常利益： 4億円

1 マクニカグループ（連結）

① ターゲット市場 - エリア

CYTECHの状況

Ⅲ 当社の方向
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グループ利益に貢献

＜2011年3月期上半期の実績＞

産業機器市場向けに、PLD、
アナログICなどが堅調に推移。

通信インフラ向け
15％

産業機器向け
37％

その他
48％

売 上 高 ：40億円

経常利益： 2億円

Ⅲ 当社の方向1 マクニカグループ（連結）

① ターゲット市場 - エリア

GALAXYの状況
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245億円
219億円

2009年度 2010年度
上半期

etc…

etc…

工作機器

FA機器
医療機器

製造検査
装置

計測機器

スマート
グリッド

Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - エリア

産業機器市場への浸透

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）

□産業機器市場は中国を中心に本格回復
□今後は新興国向けの需要が伸張する見込み

etc…

車載機器

交通
インフラ

etc…

セキュリティ
装置

放送機器

etc…

etc…
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電子油圧ブレーキ

距離レーダ

トランスミッション

車体ダイナミックス

エンジン･
マネジメント

オーディオ・
システム テレフォニーと

ハンズ・スリー

ナビゲーション

デジタル・ラジオ

テレマティクス
セキュリティ・システム

キーレス・エントリー

適応サスペンション

ランプコントロール

電子パワー･
ステアリング タイヤ圧力

エアバッグ･システム

後部座席エンター
テインメント

ドライバ支援視覚
システム

2009年度

74億円

53億円
電気自動車電気自動車

Electric Vehicle

ハイブリッド車ハイブリッド車
Hybrid Electric Vehicle

エンジン自動車エンジン自動車
Motor Vehicle

さらなる半導体使用用途の拡大さらなる半導体使用用途の拡大

□ 環境に配慮した低燃費化、低排出ガス化 etc…

Ⅲ 当社の方向

② ターゲット市場 - 用途

車載市場への浸透

2 半導体事業（集積回路及び電子デバイスその他）

2010年度
上半期
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Juniper ：ネットワークインフラ

BlueCoat ：帯域制御・WEBプロキシ

Citrix ：WEBアプリケーションファイアウォール

Altor：クラウド向けセキュリティソフトウェア

3 ネットワーク事業 Ⅲ 当社の方向

① ターゲット市場 - 用途

データセンター向けソリューションの強化

McAfee ：ネットワークセキュリティ専用装置


